
 

総合評価 学年
個　　人
グループ

論　文　題　名

特選 4 個人 企業倫理

入選 4 個人 女性雇用と企業の利益率について

入選 4 個人 現代インドにおけるカーストと労働者

佳作 2 グループ 教育格差是正に向けて

佳作 2 グループ 非正規雇用拡大措置の経済的有効性

佳作 2 グループ 今問われる，量的緩和政策

佳作 2 グループ 地方交付税制度改革への検討

佳作 3 グループ 女性の社会復帰促進のために

佳作 4 グループ 容器包装に関するリデュース・リュース対策

佳作 3 グループ 現代社会における地域間交流の一考察

佳作 4 個人 第二次大戦前における欧米自動車産業の再編

佳作 3 グループ お年『寄り』電子マネー

佳作 3 グループ 製品における経験価値提供の可能性の一考察

佳作 3 グループ “Karoushi”のない健康な社会へ

佳作 3 グループ クロスメディア時代のマス広告が担うリードコミュニケーション機能

佳作 3 グループ 電子マネーとドコモの企業戦略

佳作 3 グループ 尾瀬の現状と自然環境保護のための取り組み

佳作 3 グループ 金融経済教育のオープンソース化

佳作 3 グループ 新興国インドの抱える貧困

佳作 2 グループ マンモスＳＮＳ　mixiの秘密

佳作 3 グループ 中国における著作権侵害問題とその解決策

佳作 3 グループ 日本市場における環境対応車の普及と役割についての一考察

佳作 3 個人 ドイツ・スウェーデンに見る新たな年金改革のかたち

佳作 3 グループ 多文化マネジメント行動の有効性に関する実証的研究

佳作 3 グループ 製造業における脱コモディティ化に関する一考察

佳作 4 グループ デザイン資源のマネジメント能力と経営成果に関する実証研究

佳作 4 グループ 戦略的提携における組織間学習促進に関する実証的分析

佳作 4 個人 東京ディズニーリゾートに見る成功するリーダー

佳作 4 個人 日本的経営のパースペクティブ

佳作 3 グループ 今こそ起業家を増やすべきだ

佳作 4 個人 税効果会計に関する一考察

2007年度第38回奨学論文入賞作一覧

個人 グループ 計

2 0 13 13 1

3 2 95 97 91

4 12 9 21 21

合計 14 117 131 113

賞別 今年度入賞数 個人 グループ 昨年度入賞数

特選 1 1 0 0

入選 2 2 0 3

佳作 28 5 23 33

合計 31 8 23 36
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